
ツ カハ ラケ ン

ツ

　

ツ
ヴ

ィ
ル
グ

マ
イ

エ
ル
　

デ

ィ

ッ
ケ

ン
　
∪
貯
評
Φ
ロ

N
惹

蒔

ヨ
Φ
く
Φ
「
　

一
八
五
三
～

一
九

一
三
　

ノ

ル
ウ

ェ
ー

で
は
初
期

の
女

流

児
童

文
学

作
家

。

ノ

ル
ウ

ェ
ー
南
部

の
美

し

い
海

沿

い
の
町

リ
ー

ソ
ー

ル
に
生
ま

れ
た
。

こ

の
町

に
生
き

る
イ

ン
ゲ

ル
ーー

ヨ

ハ
ン
ネ

と

い
う

少
女

を

主

人

公

に
し

た

一
連

の
作

品

が
代

表

作

。
イ

ン
ゲ

ル
の
子

ど
も
時
代

を

扱

っ
た

『き

お
討
§

蠹

丶
蠹

カ

シ

ュ
テ

ン
と
私

』

(
一
八
九

一
)
、

『箇
§

§
丶
導

私
た

ち

の

町
か
ら

』
(九

二
)
、

『
津

ミ
辱・§

§

子
供
時

代

』
(九
五
)
や
、

少
女

の
愛

を

テ
ー

マ
に
し
た

『国
§
§
隷
瀞
§

ミ

§

雪

ミ
§

ア

ン

ニ
ケ

ン
ーー
プ

レ
ス
テ
ガ

ー

レ

ン
』
(
一
九
〇
〇
)
な

ど
は
、
今
も

広
く

読

ま

れ
続

け

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(山
口
卓
文
)

　

ツ

ェ
マ
ッ
ク

　
M

竃

爰
σq
o
什
N
Φ
ヨ
餌
o
ゴ

一
九
三

一
～
　
ア

メ
リ
カ

の
児

童
文
学

作
家

、
挿

絵
画

家
。

ア

メ
リ
カ

お
よ

び
、

ウ

ィ
ー

ン
で
学

ぶ
。

豊

か
な
描

写
力

で
、
自

作

『留

黛
凄

ミ
ミ
蹄

自
伝

』
(
七
八
)
で
ア

ン
デ

ル
セ

ン
賞

、
夫

、
ハ
ー

ビ
イ

・
ツ

ェ
マ

ッ

ク

の
作

品

『
は
ん
じ

さ
ん
』
(六
七
)
、

『
ダ

フ
イ
と
小
鬼

』
(
七
三
)

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

の
挿

絵
な

ど
、

受
賞
作

が
多

い
。

シ

ン
ガ

ー
作

の

『
メ
イ

ゼ

ル

と

シ

ュ
リ
メ
イ

ゼ

ル
』
(六
七
)
の
挿

絵
も

描

い
て

い
る
。
他

の
自

作

に
『
あ

り
が

た

い
こ

っ
て
す
』
(
七
九
)
が
あ

る
。

(橋
本
圭
好
子
)

　

司

　

修

初
謔

一
九

三
六

～

(昭

11
～

)

画

家
、

絵

本
画

家
、

童
話
作

家
。

群
馬

県

に
生
ま

れ

る
。

主
体
美

術
協

会

会
員

。
絵
本

の
絵

に
、
『
ほ
し

の

ひ
か

っ
た

そ

の
ば

ん

に
』
(
一
九

六
六
)
、

『ま

ち
ん

と
』
(七
八
)
。
絵

本

の
絵

と
文

に
、

『
は
ず

か

し

が
り
や

の
ぞ

う
』

(六
八
)
、

『
お

と
う

さ

ん

だ

い
す
き

』

(
七

五
)
。

童

話

の
文

と
絵

に
、

『
ち

び

っ
こ
わ

に

の
ぼ
う

け
ん
』
(
七

一
)
、

『魔

法

の
ぶ
た
』
(八
五
)
、
銅

版

画

の
挿

絵

に

『
野

の
花

は

生
き

る
』
(
七
二
)
な

ど
。
絵

は

エ
ッ
チ

ン
グ

風
な

手
法

。

一
九

七

八
年

に
小
学

館
絵

画
賞

受
賞
。
　

　

　

　

　

　

　

　

(井
上
共
子
)

　

塚

原

健

二
郎

瀞

騁

う
　

一
八

九
五

～

一
九

六

五
(明

28

～
昭

40
)　

児
童
文

学
作
家

。
長

野
県

東
条

村
生

ま

れ
。

一
二
歳

で
父

と
死
別

。
松
代

農
商

学
校

中

退
。
雑

貨

店

の
小
僧

な

ど
を
す

る

が
、
地

方
新

聞

に
盛

ん

に
投
稿

す

る
文
学

青

年

で
も
あ

っ
た
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

一
九

一
六
年

、
同
郷

の
作

家
島

崎

藤
村
を

頼

っ
て
上
京
。

働
き

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

な

が
ら

、
文
学

修
業

を
続

け

る
。

一
時
、

武

者
小

路
実
篤

ら

の

「
新
し

き
村
」

に
飛
び

込
む
。

二

一
年

二
月

、
小

説

『血

に
繋

が
る
人

々
』

で

デ
ビ

ュ
i
。

翌
年
、

小
説

集

『あ

る
迷
宮

の
舞

踏

者
』
を

出

し
て
新
進

作
家

と

し

て
注
目

さ
れ

た
。

そ

の
後

「中

央

公
論
」
に
書

い
た
長
編

『妻

を

欺
く

』
(
一
九

二
四
)
は
、

小
説

の
仕
事

で

の
代

表
作

と
な

っ
た

。
児
童

文
学

と

の
か
か
わ

り
は
、

　

ホ
「
お
と

ぎ

の
世

界
」

(
二
〇

・八
)
に

『
弘
法
様

の
お
像

』
を
書

い

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ツ カハ ラ リ ヨ

た

こ
と
に

は
じ
ま

る
。

昭
和

に
入

っ
て

か
ら

は
、
童

話
作

家

と

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

し

て
の
活
動

が
中

心

に
な

る
。

雑

誌

「赤

い
鳥

」

に
、

計

二
二

編
を
発

表
。
『奇

術
師

の
鞄
』
『酒

場

の
ケ

ル
ト
』
『蜂

の
王

さ
ま

』

な
ど
、

西
洋

風
な

童
話

が
多

か

っ
た
。

三

一
年

ご
ろ
か

ら
、

住

ん

で

い
た
東

京

近
郊

の
消
費

組
合

や
子

ど
も
会

の
活
動

に
参

加

す

る
な
ど

し

て
、

実
践

活
動

に
打

ち
込

む
よ
う

に
な
る

。

こ
う

　
　
　

　
　

　
　

ネ

し
た

体
験

か
ら

、
生
活

童

話
的
作

風
を

と

る
よ
う

に
な

り
三

三

年
九

月
、

『
集
団

主
義

童
話

の
提

唱
』
を

発
表

す

る
。

三
七
年

、

最
初

の
童

話
集

『
七

階

の
子
供

た
ち
』
を

刊
行

。

そ

の
後

、

『
よ

い
匂

ひ

の
町
』
(四
〇
)
、

『朝

の
鐘

ふ
り

』
(
四

一
)
、

『
つ
ば

め

の

村
』
(四
四
)
な
ど
。
し
だ

い
に
、
多

分

に
私
小

説
的

な
生

活
童

話

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

が
書

か
れ

る
よ

う

に
な
る
。

敗

戦
後
、

児
童

文
学

者
協

会

の
創

立

に
参
加

。
晩
年

に

は
、
会
長

を
務

め
た
。
戦
後

の
童

話
集

に
、

『
風
船

は
空

に
』
(五
〇
)
ほ

か
。
た

だ

一
つ
の
長
編

『
風
と
花

の

輪

』
(五
九
)
で
未

明
文
学

賞
。
同

賞

の
賞
金

で
、
児

童
文

学
誌

「
大

き

な
タ
ネ

」
を

創
刊

(六
〇
・
六
)
。

歿
後

に
、

自
伝

『小

さ
な

河
』

が
刊
行

さ
れ

た

(七
四
)
。

[
子
供

の
会
議

]
麓

謁
の
　

短
編
童

話
。

「
赤

い
鳥

」

(
一
九
=
=

年

一
月
)
に
発

表
。
ア

パ
ー
ト

の
子
ど

も
た

ち

が
会

議
を

開

き
、

捨

て
子

で
、

い
ま

は

ア
パ
ー

ト

の

エ
レ
↑

タ

ー

ボ
ー
イ

の
ポ

オ

ル
君

の
た

め

に
決

議
す

る

話
。
「
児

童

の
集

団

的
生

活

の
中

に

於

け

る
自
主

的
、

且

つ
創

造
的

な
生

活
を

助
長
」
(『
集
団
主
義
童

話
の
提
唱
』)
す

る
童

話

の
必
要

を

説

い
た
作

者

の
理
念

が

実

現

さ
れ

て

い
る
。

の
ち
、

『
七
階

の
子

供
た

ち
』

と
改
題

さ

れ

て
、

同

題

の
童

話
集

に
収

録
さ

れ
た
。

【参
考
文
献
】
山
蔦
恒

「塚
原
健
二
郎
解
説
」
(
一
九
七
八

『
日
本
児
童
文
学

大
系
27
』
ほ
る
ぷ
出
版
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(宮
川
健
郎
)

　

塚

原

亮

一

りっ
耀

帖
ち
　

一
九
二
〇
～
　
(大

9
～
　
)
　

フ

ラ

ン

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ネ

ス
児
童

文
学
研

究
者

、
評
論

家
。

児
童

文
学

者

の
塚

原
健

二
郎

を

父

と
し

て
東

京

に
生
ま

れ
、

一
九

四
三

年
早

稲

田
大
学

仏
文

科

在
学

中

に
学

徒
出
陣

、
四
七
年

に
復

員
。
翌
年

に

は
ラ
ブ

レ
ー

『
巨

人

パ
ン
タ
グ

リ

ュ
エ
ル
』
(
児
童
版
)
を

訳
出

。

同
人

誌

「
こ

ど
も

と
文
学

」

に
参

加
後

、
五

四

～
八
六

年

に
わ

た
り
仏

語

・

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

児
童
文

学

分
野
で
国

立
音

楽
大

学
教

授
。
主

な

訳
書

に
ギ

ヨ
」

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

角

獣

の
秘
密

』
(
一
九
六
九
)
、

ブ

ー

ル
リ

ア
ゲ

『
プ

ー
ク
と

オ

オ

カ

ミ
団
』
(
七
二
)
、

ミ

ッ
シ

ェ
ル
・
デ
オ

ン

『
ト

マ
と
無

限

』
(七

九
)
な
ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(桜
井
信
夫
)

　

槻

野

け

い

諏

の
　

一
九

三
〇
～
　
(昭

5
～

)

児
童

文

学

作

家

。
長

野
県

に
生
ま

れ
、
長

野

県
立
岡

谷
高

女
卒

業
後

、
新

聞
社

、
通
信

社

に
勤

務
。

結
婚

で

退
職
、

母

と
な

っ
て
か
ら
、

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

地
域

の
文
化

運
動

に
参
加

、
早

船
ち

よ

ら

の
児
童

文
化

の
会

に

入

っ
て
創
作

を

は
じ
め

る
。

我
が

子

の
た
め

に
書

い
た

『生

き

て

い
く

こ
と
』
(
一
九
七
三
)
で
、
第

四

回
北

川
千
代

賞
を

受
賞

。

こ
の
作

に
障
害
者

を
扱

っ
た

こ
と

か
ら

、
以
後

心

身
障
害

者

の

問
題

に
関

心
を
深

め
、

『
お

る
す
ば

ん

一

一
〇
ば

ん
』
(七
五
)
、

『
こ

の
ゆ
び
と
ま

れ
青

い
空

』

(
七
九
)
な

ど
を

書

い
た
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(草
野
明
子
)

　

辻

田
東

造

塊

砒
う
　

一
九

〇

五
～
六

七

(明

38
～
昭

42
)

詩

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ツ チ タ コウへ

人

、

翻
訳
家

。

長
崎

市
生

ま
れ

。
東
京

大
学

文
学
部
卒

業
。

在

学

中

「
解
放

」

「
時
代

文
化

」
な

ど
に
小

説

や
詩
や
翻
訳

を
発

表
。

一
九

三
〇
年

「
万
朝
報

」

に
我

が
国

最
初

の
魯
迅
文
学

の
紹
介

と

な

っ
た

『
故

郷
』

を
連
載

。

高
校
教

師
を

務
め

る
か
た

わ
ら

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

詩

や
童

話
を

書

き
続

け
、

五
五

年

に
山
本
和
夫

ら
と

児
童

文
学

同

人
誌

「
ト
ナ

カ
イ
村

」
を

創

刊
。
詩

集

に

『
河
畔
抄

』
、

『
た

べ
う
ち

び

っ
こ
ら
』
(五
六
)
が
あ

り
、
優

れ

た
少

年
詩

も
多

い
。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(西
本
鶏
介
)

　
辻

真
先

配

き

一
九

三

二
～

(昭
7
～

)

作

家

、

ア

ニ
メ
脚

本
家

、
漫

画
原

作
者

。
愛

知

県
名
古

屋
市

に
生
ま

れ
、

一
九
五

四
年

名
古

屋
大

学
文

学
部

卒
業

。

八
二
年

『
ア
リ

ス

の

国

の
殺

人
』

に

よ

っ
て

日
本

推

理
作
家

協
会

賞
、
八

二
年

ユ
ー

カ

リ
さ

ん

シ
リ

ー
ズ

『
吝
嗇

の
人

』

に
よ

っ
て
池
内
文

学
奨

励

賞
、

ま

た

七
九
年

か
ら

八

三
年
ま

で
五
年
連
続

し

て
ア

ニ
メ

・

グ

ラ

ン
プ

リ
脚
本

賞
を

受

け
た
。

文
章

に
よ

る
作

品

と
、

ア

ニ

メ
ー

シ

ョ
ン
、
漫

画

に
よ

る
作

品
と
を

並
列

し
て
生

み
、

児
童

向

け

の
仕
事

も
多

い
と

い
う

類
例

の
な

い

エ
ン
タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト
作
家

で
あ

る
。　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

(北
川
幸
比
占
)

　
都

島

紫

香

D
誤

　

一
九

一
〇
～
七
九

(明

43
～
昭

54
)　

口

演

童

話
家

、
童

話
作

家
。

本
名

鈴
吉

。
愛

知
県

生
ま
れ
。

小
学

校

卒
業

後

、
名

古
屋

市
立

図
書

館

に
就
職

。

の
ち
中

京
商

業

に
進

学
。

卒
業

後

、
名

古
屋

市

の
社
会

教
育

を
担
当
。

と
く

に
森

川

紫
気

、
大

西

巨
人

の
薫

陶
を

受

け
、
中

京
地

区
口
演
童

話
最

盛

期

の
大

き
な

力
と

な

っ
た
。

創
作

童

話
発
表

の
場

と
し

て
、

雑

誌

「
愛
護

」

「
童
話

人
」
(後

に

「愛
語
」)
な
ど

を
出

し

た
。

一
九

四
七
年

、
中

心
と

な

っ
て
結
成

し

た
名
古

屋
童

話
作

家
協

会

は
、

現
在

の
中

部
児
童

文
学

会

に
ま

で
発
展

し

た
。　

　

(赤
座
憲
久
)

　

辻

村

秋

峰

初
誌

描
　

一
八
七

一
～

一
九
四
八

(明
4
～
昭
23
)

挿

絵

画
家
。

本
名

又
男

。
堺

市

に
生
ま

れ

る
。
筒

井
年

峰

門
下

で
絵

の
手

ほ
ど
き

を
受

け
、

一
九

〇

四
年

二
月
、

久
保

田

小
塊

と
と

も

に
大

阪

に
児
童

美
育

会
を

起

こ
し
、

日
本

最
初

の
絵

雑

　
　

　
　

　
　

　

誌

「
お
伽
絵

解

こ
ど
も

」
を

発
行

。
同

年
朝

日
新

聞
大

阪
本

社

に
入

社
、
学

芸
部

に
籍

を
置

き
、
家

庭

、
初

等
教

育
、

児
童

の

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

部

を

担
当
。

二
三
年

一
二
月

、
朝

日
新

聞
社

創
刊

の

「
コ
ド

モ

ア
サ

ヒ
」

の
編
集

担
当

。

二
七
年

朝

日
新
聞

社
会

事
業

団

が
創

設

さ

れ
る

と
計
画

部
次

長
と

な
り

、
子

ど
も

博
覧

会

や
、
農

繁

期

託

児
所

助
成
な

ど
、

少
年

保
護

事
業

に
尽

力
す

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(石
沢
小
枝
子
)

　

土

田

明

子

励
望

　

一
九
三

四
～
　

(昭

9
～
　
)
　
詩

人
。

本

姓

斎
藤

。

台
湾
生

ま
れ

。
千

葉
県

立
東

高
校

卒
。

一
九

五

七
年

ご
ろ

か
ら
少

年
少

女
詩

、
童

謡
を
書

き

は
じ

め
、

「
ラ

ル
ゴ
」
な

ど

の
詩

誌

に
所
属

。
作

品

に
は

フ

ァ
ン
タ

ス
テ

ィ

ッ
ク
な
世

界

に
遊

ぶ
楽

し
さ

が
あ

り
、
物

語
詩

も
多

い
。

詩
集

に

は

『草

の

葉

の
す

べ
り
台
』

(
一
九
六
三
)
、

『
難
破

船

』

(
七
六
)
、

『少

女
』

(
八

一
)
の
ほ

か

『
土
田

明
子
詩

集
』
全

五
巻

(八
六
～
八
七
)
が
あ

る
。

ほ
か

に
、

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
『
あ

の
日
　
花

は
』
(
八
五
)

な

ど

の
著
作

が
あ

る
。　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

(畑
中
圭

一
)

　

土

田

耕

平

の
娩

い
　

一
八
九
五
～

一
九
四
〇
(
明
28

～
昭
15
)
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ツ チ ヤ ユ キ オ

歌

人
、

童

話
作
家

。
長

野
県

に
生

ま
れ

諏
訪

中
学

校
を

三
学

年

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ホ

で
中

退
。

一
時
小

学
校

の
代

用
教

員
を
務

め

る

が
そ

の
折
島
木

赤

彦

の
知
遇

を
得

て

「
ア

ラ
ラ

ギ
」

に
短
歌

を
発

表
す

る
よ
う

に
な

る
。
病

弱

の
た

め

一
九

一
五
年
秋

よ
り

伊
豆

大
島

に
転

地

療

養
を

し

二

一
年

春
ま

で
滞

島
す

る
。

経
済

的

に
困
窮

し
資

を

得
る

た
め

に

一
七
年
春

よ

り

「信

濃
毎

日
新

聞
」

に
週

一
回

程

度

童

話

・
童

謡
を

執
筆

す

る
。
初

期

の
作

品

は
古

典

の
再

話

や

翻
案

の
類

が
多

か

っ
た
。
歌

人

と
し

て
は

二
二
年

に
第

一
歌
集

『青
杉

』
を

出
版

し
、

そ

の
純
粋

清
澄

な
調

べ
に
よ
り

名
声

を

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

得
た
。

童

話

の
面

で

は
二

三
年

に
雑

誌

「童

話
」

に
作

品
を

発

表
す

る

こ
ろ
か
ら

、
少

年
期

の
回
想
を

主
軸

と
し

た
独

自

の
作

風

へ
と
移

っ
て

い

っ
た
。
代

表
作

と

目
さ
れ

る

『峠

』

『時

男

さ

ん

の
こ
と
』

『お

母
さ

ん

の
思

ひ
出
』

『
夕
焼

の
思

ひ
出

』
な

ど

は
、

い
ず

れ
も
童

心

に
映

っ
た
父

母

や
友
人

や

ふ
る
さ

と

の
自

然
を

描

い
た
も

の
で
、

郷
愁

と
哀

歓
を

漂
わ

せ

て
小
品

な

が
ら

そ
く

そ
く

と
胸
を

打

つ
も

の
が
あ

る
。

そ
れ

は
、

ア

ラ
ラ
ギ
歌

人
と

し

て
写

実
観

照

の
修
練

を
経

て

生
み
出

さ
れ

た
佳

品
と

い

え
よ
う

。
童

話
集

と

し

て

『
鹿

の
眼

』
(
一
九
二
四
)
、

『蓮

の
実
』

(二
六
)
、

『原

つ
ぱ

』
(
二
八
)
、

『
夕
焼

』
(三

二
)
、

『
裾

野
』
(
三

六
)
の
五

冊

が
あ

る
。
病

弱

に
加
え

て
極

度

の
不
眠

症

に
悩
ま

さ

れ
、

長
野

県
内

は
も
ち

ろ

ん
、

兵
庫

・
奈
良

方
面

に
ま

で
居

所

を

転

々
と
移

し

て
療
養

に
努

め

た
。
作

品
世

界
も

お

の
ず
と

己

の
内

面

に
向

か

い
、
時

の
流

れ
を

超
え

た
深

み

の
あ

る
も

の
と

な

っ
た
。

四
九
年

『
土
田
耕

平
童

話
集

』

が
信
濃

毎

日
新
聞

社

よ

り
発

行
さ

れ
た

。

【参
考
文
献
】
『土
田
耕
平
遺
稿
』
全

二
巻

(
一
九
四
二
　

古
今
書
院
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(高
橋
忠
治
)

　

土
家

由

岐

雄

肋
湊

　

一
九

〇
四
～
　

(明

37
～
　

)

児

童

文

学

作
家

。
本

姓
土

屋
。

東
京

生
ま

れ
。
小

学
校

卒
後

、

三
菱

の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

給

仕

と
な

っ
て
働

き
な

が
ら

「
日
本

少
年

」

「
少
年

世
界
」
な

ど

に
投
稿

、

四
〇
編

余
も

入
選
。

社

の
給
費

で
東

京

工
科
学

校
卒

業

。

の
ち

シ

ン
ガ
ポ

ー

ル
に
勤

務

し
た

こ
と

か
ら
、

国
際

色
豊

か
な

長

編

ロ
マ

ン

『虹

の
出
帆

』

(
一
九
四

一　

文
部
大
臣
奨
励

賞
)
、

『ド

イ

ツ
人
形
』

(四
二
)
、

『昭

南
島

』

(四
三
)
な

ど
で
声

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

価

を
高

め

る
。
戦

後
、

日
本

児
童
文

芸
家

協
会

創

立

に
貢

献
。

『
三

び
き

の

こ
ね

こ
』

(五
二
　
小
学
館
児
童
文
化
賞
)
の
ほ
か
幼

年

童

話
集
多

数
。

自
伝

を
裏

づ
け

る
長
編

『東

京

っ
子
物

語
』

(
七

一　

野
間
児
童
文
芸
賞
)
は
代
表

作
。
自

ら
明

治
末

、
大

正

は

じ
め

の
子
ど

も

の
風

俗
を

よ

み

が
え
ら

せ

て

い
る
。

『
虹

の
小

箱

』
(四
六
)
は

『
少
年

小
説
大

系
』
(八
六
)
に

入
る
。

戦
争

を
捉

え

た

『
か
わ

い
そ
う

な
ぞ
う

』
(七
〇
)
は
教

科
書

に
も

採

用
さ
れ

評

判
を

呼

ぶ
。
俳

句

の
宗

匠

で
あ

っ
た
父

の
血

を
受

け
、

独
自

に
童
句

の
世

界
を

拓
き

、

『少

年

の
日
』
、

『
え

ん

日
』
な
ど

の
童

句

集
も

あ

る
。
童
句

文
学

碑

が
狭

山
市

に
建

つ
。

(西
沢
正
太
郎
)

　

筒

井

敬

介

肋
顎

け
　

一
九

一
八
～
　

(大

7
～
　
)

児

童

文

学

作
家

。
本

名
小

西
理
夫

。
東

京
生

ま
れ

。
慶

応
大

学
在

学

の

戦

中

よ
り
児

童
演

劇
運
動

に
参

加
、

劇
団

「東

童
」

の
文

芸
部

員

と

し
て
活

躍
し

た
。
戦
後

、
児
童

文
学

執
筆

に
転

じ
、
『
コ
ル

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ツ ツ キハ シ タ

プ

ス
先

生
汽
車

へ
の
る
』
(
一
九
四
七
)
、

『
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
町

一

ば

ん
ち
』

(四
九
)
な
ど

の
風
刺

と

ユ
ー

モ
ア

に
あ

ふ

れ
た

作

品

を
イ

ン
タ
ー
ナ

シ

ョ
ナ

ル
な

道

具
立

て

の
も
と

で
展
開

し
、
「無

国
籍

も

の
」
と
呼

ば
れ

る

ジ

ャ
ン

ル
で
注
目
作

を
多

数
発

表
し
、

独
自

の
世

界
を

切
り

開

い
た
。
ま

た
、

N
H
K

の
脚
本
部

の
専

　

　
　
　
　

　
　
　

　

ホ

属

ラ
イ
タ

ー
と

し
て
、

青
木

茂

の

『
三
太
物

語
』
を

連
続

放
送

劇

(五
〇

～
五

一
)
に
脚

色
、

好

評
を

博

し

た

ほ
か
、

幼

児
番

組

「
お

か
あ

さ
ん

と

い

っ
し

ょ
」

で
は
、

金
曜

日

の

『
ラ

ッ
ポ

ン

ポ

ン
』

を
担

当
し

、
幼

児
向

け

バ
ラ

エ
テ

ィ
シ

ョ
ー
に
新

境
地

　

　
　
　

ホ

を

開
拓

。
飯

沢
匡

と
並

ん

で
子
ど

も
番

組

に
文

学
的

な
良

心
を

注

入
し

続

け
た
。

一
九

七
〇

年
代

に
入

る
と
、

活
動

の
重
点

を

再

び
児

童
文
学

に
移
し

て
、

脂

の
乗
り

切

っ
た
意
欲
作

を
発

表

し

、

『
か
ち

か
ち
山

の
す

ぐ
そ

ば

で
』
(
七
二
)
は
、
七

三
年
度

サ

ン
ケ
イ

児
童

出
版
文

化
大

賞
、

七

三
年
度

国
際

ア

ン
デ

ル
セ

ン

賞
国

内
賞

を
受

賞
。
『
じ
ん

じ

ろ

べ
え

』
(六
七
)
、
『
ち

ゃ
ん
め

ら

小
平

次
』

(七
二
)
な

ど
と
と

も

に
民

話
的

な
世
界

を

現
代

に
よ

み

が
え
ら

せ

る
試

み
を
成

功
さ

せ

て

い
る
。
戦
中

よ
り

戯
曲

の

創
作

も
旺

盛

で
、
『
コ
ル
プ

ス
先
生

動
物

園

へ
行
く
』
(
五
三
、
俳

優
座

子
ど
も

の
劇
場
上
演
作
品
)
、

『
犬

が

ほ
し

い
な
あ

』

な
ど
を

勢

力

的

に
発
表

し
続

け
て

い
る
。

そ

の
他

の
代
表
作

と

し
て
、

『
お

ね
え

さ
ん

と

い

っ
し

ょ
』
(
五
五
)
、
『げ

ら

っ
く

す

ノ
ー
ト

』

(七
三
)
、
『
た

っ
ち

ゃ
ん
と

い

っ
し

ょ
』
(七
九
)
、
『
日
曜

日

の
パ

ン
ツ
』

(
八
〇
)
、

『
雨

で
す

て
き
な

た

ん
じ

ょ
う

び
』

(
八
二
)
、

『
筒
井

敬
介

児
童

劇
集

』
全

三
巻

(八
二
)
な
ど
。

[
か
ち

か
ち
山

の
す

ぐ

そ
ば

で
]　

劬
栃
霧

饕

　

一
九

七
二
年

に

単
行

本
と

し

て
発

表

さ
れ

た
中

編
童

話
。

昔
話

『
か
ち

か
ち

山
』

の
世

界

に
仮

託

し
て

、
人
間

の
欲

望

や
見
栄

や

汚
辱
な

ど

の
世

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

ホ

界

を

、

シ

ニ

ッ
ク
に
描

い
た
諷
刺

物

語

で
、
瀬

川
康
男

の
版
画

風
な
挿

絵

と
と
も

に
、

ユ
ニ
ー

ク
な

一
冊

と
し

て
高
く

評
価

さ

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ホ

れ

た
。

作
者

に
よ

っ
て
同
名

の

〈
お
伽

芝

居
〉

と
銘
う

つ
脚
色

作

品

が
あ

り

『
筒

井
敬

介

児
童

劇

集

1

何

に
で
も

な

れ

る
時

間

』

(
八
二
)
に
収
録

さ
れ

て

い
る
。
　
　

　

　

　
　

(片
岡

輝
)

　

筒

井

康

隆

肋
わ
加
か
　

一
九
三
四
～
　

(昭
9
～
　
)

作

家
。
大

阪

市
生

ま
れ

、
動
物

学
者

筒

井
嘉

隆

の
長
男

。
同

志
社
大

学

で

心

理
学
を

学

び
卒
業

。

工
芸
社

、

コ

マ
ー

シ

ャ
ル

・
デ
ザ
イ

ン

の
ス
タ

ジ
オ

の
仕
事

を

し
、

一
方

で
S

F
同

人
誌

「Z
ご
い
い
」

を
主

宰
。

一
九

六
五

年

ご
ろ

か
ら
作

家

生
活

に
入

っ
た
。
直

木

賞
候

補

に
し
ば

し
ば

名

が
あ

が

っ
て

い
た
が
、

八

一
年

『虚

人

た
ち

』

に
よ

っ
て
泉

鏡
花
賞

を

受
賞

、

ど
た

ば
た
、

ナ

ン
セ

ン

ス
、

パ

ロ
デ

ィ
、
と

い
う
作

風

に

強
く
惹

か
れ

る
読

者

が
多

い

が
、

そ

の
思
想

性
は
論

じ

ら
れ

る
価

値

が
あ

る
。

ジ

ュ
ニ
ア
S

F

『
時
を

か
け

る
少
女

』
、

S

F
童

話

『
か

い
じ

ゅ
う

ゴ

ミ
ィ
』

『三

丁
目

が
戦
争

で
す

』
な

ど

児
童
向

け

の
作

品
も
あ

る
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

(北
川
幸
比
古
)

　
続

橋

達

雄

畑
舘

は
し
　

帖
九
二
八
～
　
(昭

3
～

)

児

童

文

学

研
究

家
。

東
京

に
生

ま
れ

、
国

学
院

大
学

国
文

科
卒

業
。

国

学

院
大
学

栃

木
短

大
教

授
。
学

生

時
代

子

ど
も
会

サ

ー
ク

ル
運

動

の
中

で
賢

治
童

話

に
め
ぐ

り
合

い
、

以
後

そ

の
魅
力

の
と

り

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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こ
と

な

る
。

「
四
次

元
」
誌
を
中

心

と
す

る
宮

沢
賢

治
研

究
会

で

本
格

的
賢

治
研
究

に
取

り
組

み
、

『
宮
沢

賢
治

・
童

話

の
世

界
』

(
一
九
六
九
)
、

『
宮
沢

賢
治

・
童

話

の
軌

跡

』

(七
八
)
な

ど

の
著

作
を

生

む
。

他
方

、

近
代
児

童
文
学

史

上

に
占
め

る
賢

治
童

話

の
位

置
を

見
定

め
よ
う

と
、

明
治

の
児
童

文

学
を

幼
少

年
雑

誌

を

手
が

か
り

に
研
究

し
、

『
児
童
文

学

の
誕

生
』
(七
二
)
に
ま
と

め
る
。

そ

の
学

風

の
特

徴

は
、
柔

軟
な

感
性

を

秘
め

た
緻
密

な

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

作

品
鑑
賞

と
学

問
的

実
証

の
手
堅

さ

に
あ

る
。
鳥

越

信
ら

と
組

ん
で
編
集

し

た

『校
定
新
美

南
吉

全
集

』
全

一
二
巻

・
別
巻

二

(八

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

一
～
八
三
)
は
、
日
本
児

童
文

学
学

会
賞

を
得

、
新

美

南
吉

再
検

討

へ
の
道
を

拓

い
た

も

の
と
し

て
、
高

く

評
価

さ
れ

て

い
る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(関
口
安
義
)

　

都

築

益

世

齢
鷲

　

一
八
九
八

～

一
九
八
三

(明
31
～
昭
58
)

詩

人
、
医

学
博

十
。
大

阪
市

玉
造

に
生

ま
れ

る
。

中
学

生
時

代

か

ら

『芳

水
詩
集

』
を

読

み
、
慶
応

大

学
医
学

部

在
学

中

に
、
福

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

士
幸
次

郎

の

パ
ス
ト
ラ

ル
詩
社

に
詩

を
投

じ
、
川
路

柳
虹

の
「炬

　
　

　
　

　
　

　
　

　

火
」
同

人

に
な

り
、

「
赤

い
鳥
」
に
投
稿

し
た

童
謡

『
て
ん
と
う

む

し
』
が
推

奨
を

受
け

た
り

し
た
。

詩
集

『
明

る

い
街

』
(
一
九

三

一
)
は
、
磨

か
れ

た

こ
と
ば

と
都
会

的

セ

ン
ス

に
よ

っ
て
表

現

さ

れ
て

い
た

が
、

彼

の
童
謡

も
、
温

か
な

心

、
洗
練

さ

れ
た

こ

と

ば

に
よ

っ
て

つ
づ
ら

れ

て

い
る
。
彼

の
創

刊

し

た

童

謡

誌

　

　
「
ら
・
て
・
れ
」
(五
七
)
は
、
戦

後

の
童
謡

発
展

に
寄

与

し
た

が
、

「炬

火
」
以

来

の
詩

友
今

岡

弘
が
詩

誌

「草

原

」
を
創

刊

(
七
四
)

す

る
と
、

こ
れ

に
参
加

し

て
、
歿

す

る
ま

で
詩

と
童
謡

を
書

き

続

け
た
。

主

な
著
書

に

は
、

『童

謡

集
』
(
四
〇
)
、

童

話
集

『
ふ

し
ぎ
な

い
え

』
(四
八
)
、
童

謡
集

『
赤

ち

ゃ
ん

の
お
耳

』
(七
七
)
、

『
都
築

益
世
詩

集
』
(七
八
)
な

ど
が
あ

り
、
童
謡

『
ぶ
ら

ん

こ
』
は

愛

唱
さ

れ

て

い
る
。
小
児

科
開

業
医

で
も

あ

っ
た
。　

(薩
摩

忠
)

　

綴
方

運
動

篇

鴇

た
　

綴
方

の
教

育

を

人

間

形
成

の

一
環

と

し

て
考

え

る

こ
と

を

、
推

し

進

め

る

運
動

。

一
九

一
八

年

(大

　

　

　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　
　

七
)
、
鈴
木

三
重

吉

に
よ
る

児
童

文
芸

雑
誌

「
赤

い
鳥

」
の
創

刊

が
端
緒

と
な

っ
た
。

そ

こ

で
は
芸

術
家

た
ち

が

子
ど
も

の
た

め

の
作

品
を
発

表
し

た
だ

け

で
な
く

、

子
ど
も

た
ち

自
身

の
自
由

な
表

現
活
動

に
舞

台
を

提
供

し

た
。

ほ
ぼ
同

時

期

に
教
育

界

で

も
綴

方
教
育

の
方

法
を

め
ぐ

っ
て
研
究

・討

議

が
活
発

に
な

り
、

　蘆

田
恵
之
助

と
友

納
友

次
郎

と

の
間

に

「随

意

選
題

か
、
課

題

か
」

を
め
ぐ

っ
て
公
開

討
論

も
行

わ

れ
、
多

く

の
教
師

た
ち

の

関

心
が
深

ま

っ
た
。

し
か

し
、
綴

方

運
動

が
高

揚
し

た

の
は
三

〇
年

代

で
あ

る
。

そ

の
時

期
、

日
本

社
会

は
経
済

的

に
も
困

難

な
状

況

に
遭

遇

し
、

政
治
的

に
は

フ

ァ
シ
ズ

ム
化

へ
の
道
を

た

ど

っ
た
。

良
心
的

な
教

師

た
ち

は
、

子

ど
も

の
生
活

現
実
を

直

視

し
、
国

家
統

制

の
厳
し

い
中

で
、

子

ど
も
と

と
も

に
生
き

る

道

を
探
究

し
よ
う

と

し
た
。

綴

方
教

育

は
そ

の
た
め

に
中

心
的

な

役
割
を

果
た

し
た
。

「綴

方

生
活
」

「教
育

・
国
語
教

育
」

「
綴

方

倶
楽
部

」
な

ど

の
雑
誌

が
東

京

か
ら
出

さ
れ

て
全

国
的

に
読

者

を
獲

得
し

た
し
、
「
北

方
教

育
」
(秋
田
)
、
「
国
語

人
」
(鳥
取
)
、

「
国
語
教

育
研

究
」
(仙
台
)
な

ど
各

地
方

で
も

研
究

・
実
践

の
成

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

ネ

果

が
発

表
さ

れ
て

い

っ
た
。

そ
れ

ら
を

総
称

し
て
生

活
綴
方

運

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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動

と

呼

ん
で

い
る
。

戦
後

の
綴

方
運

動

は
五
〇
年
代

に
入

っ
て

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ネ

再

び

高
揚

し

た
。

そ

の
契

機

に
な

っ
た

の
は
無
着
成

恭
編

『
山

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

び

こ
学

校

』

で
あ

り
、
今

日
も

日
本

作
文

の
会
を
中

心

と
し

て

運
動

は
発

展

し

て
き

て

い
る
。

【参
考
文
献
】
中
内
敏
夫

『生
活
綴
方
成
立
史
研
究
』
二

九
七
〇
　
明
治
図

書
)、
滑
川
道
夫
『日
本
作
文
綴
方
教
育
史
』
1
～
3
(
一
九
七
七
～
八
三
　
国

土
社
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(中
野
　
光
)

　

壺
井

栄

簾

か

一
九

〇
〇

～
六

七

(明
33
～
昭

42
)

小

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
う
ち
の
み

説
家

、
児

童
文

学
作

家
。
香

川
県

小
豆

郡
坂

手
村

(現
内
海

町
)
生

ま

れ

。
樽

職
人

岩

井
藤

吉

の
五
女
、

一
〇
人
兄
弟

の
六
番

目

で

あ

る
。
高
等

小

学
校

卒
業

後
、
仕
事

が
不
振

の
父

に
代

わ

っ
て
、

郵

便

局
員

や
村

役

場

の
吏

員

と
し

て
、
脊

椎
カ
リ

エ
ス
を

病

む

身

で
家

計

を
支

え

た
。

一
九

二
五
年

、
上
京

し

て
同
郷

の
詩

人

壼

井
繁

治

と

結
婚
。

左

翼
文
化

運
動

に
加

わ

っ
て

い
た
夫

の
検

挙

、

入
獄

な

ど
を

体
験
す

る

と
と
も

に
、

佐
多
稲

子
、
宮

本

百

合

子

ら
女

流
文

学

者
と

も
親

し
く
な

っ
た
。

こ
の
間
、

幼

い
姪

を

引

き
取

っ
て
育

て
る

な
ど
、
自

分

の
子

は
も
た
な

か

っ
た

が
、

日
常

生

活

に
根

を

下

ろ

す

と

い
う

態

度

は

終
生

失

わ

な

か

っ

た
。

三
五

年

ご
ろ

か
ら

執
筆
を

は

じ
め
、

三

八
年

の

『大

根

の

葉

』
、

四

〇
年

の

『
暦
』
な
ど
、

生
家

を

モ
デ

ル
に
し
た

小
説

で

認
め

ら
れ

、

最
初

の
創
作

集

『暦

』
(
一
九
四
〇
)
で
第
四

回
新

潮

文

芸

賞
を

受
賞

し

た
。

こ

の
こ
ろ

か
ら
佐

多
稲

子

の
勧

め

で
児

童

文
学

を

書
く

よ
う

に
な
り

、
以
後

、

小
説
と
児

童
文
学

は

栄

の
活
動

の
両

輪
と

な

っ
た

が
、
子

ど
も

か
ら
大
人

ま

で
を
読

者

対
象

と
す

る
作

品
も

少
な
く

な
く

、
栄

自
身

、

小
説

と
児

童
文

学
を

画
然

と

は
区
別

せ
ず
、

そ

こ

に
栄

の
文
学

の

一
つ
の
特
徴

が
あ

る
。

児
童

文
学

に
お

い
て
は
、

四
四

年

に
最
初

の
作

品
集

『夕

顔

の
言
葉

』
と
書

き

下
ろ

し

の

『
海

の
た

ま
し

ひ
』

の
二

冊
を

刊
行

し
、

戦
後
も

引

き
続

い
て
多

く

の
作

品
を
書

い
た
。

『海

の
た
ま

し

ひ
』
を

改
作

し
た

『
柿

の
木

の
あ

る
家

』
(四
九
)

で

五

一
年

に

児
童
文
学

者
協

会
賞

を
、

『坂

道

』

『母

の
な

い
子

と

子

の
な

い
母
と
』
(『
海
べ
の
村

の
子
供
た
ち
』
改
作
)
な

ど
で
、

五

二
年

に
芸
術

選
奨
文

部
大

臣
賞

を
受

賞

。
『
二

十
四

の
瞳
』
(五

二
)
は

、
昭
和

二
〇
年
代

の
児
童
文

学
を

代

表
す

る
作

品

の

一
つ

と
な

っ
た
が

、
木
下

恵
介

監
督

、
高
峰

秀

子
主

演

で
五

四
年

に

映
画

化

さ
れ

、映

画
自

体

が
秀
作

で
大

ヒ

ッ
ト
す

る

と
と

も

に
、

栄

の
文
学

を

さ
ら

に
広
く
普

及

さ

せ
た
。

五
五

年
、

小

説
『
風

』

に
よ
り
第

七

回
女
流

文
学
賞

を
受

賞

し
、

五

六
年

に
は

小
説

の

　
　
　

　
う
ち
か
け

代

表
作

『
裲
襠

』
を

刊
行
。

六

四
年

に
は
、

『壺

井
栄

児
童

文
学

全
集

』

全
四
巻

が
出

版
さ

れ
た
。

六

一
年

ご

ろ
か

ら
喘
息

の
発

作

で
入
院

を

繰
り
返

し

て

い
た

が
、

六

七
年

六
月

二
三

日
、
気

管

支
喘
息

に
よ
り
死

去
。

　
栄

の
文

学

は
、
郷

土

の
小
豆
島

の
穏
や

か
な

風

土
、

そ

こ
に

生

き

て
き
た

民
衆

の
心
と

生
活

、

二
人

の
孤

児
を

含
め

一
二
人

の
子
ど

も
を
育

て
た
祖
母

や
両

親

の
生
き

方

な
ど

を
背
景

に
、

す

べ
て

の
生

あ
る
も

の

へ
の
い
と

お
し

み
を

、

日
常
性

の
中

で

捉

え

る
も

の
と
し

て
形
成

さ
れ

て

い
る
。

『
二
十

四

の
瞳

』
を

は

じ
め
、

反
戦

的
な
も

の
が
多

い

の
は
、
栄

の
生
き

た
時
代

と

そ

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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の
生

活

の
反
映

で
あ

る
と

と
も

に
、

何
よ

り
も
戦

争

が
人

々
の

日
常

性
を

破
壊

し
、

そ

の
生
命

を
も
奪

う

最
大

の
悪

だ
か

ら

で

あ

る
。
単

な

る
戦
争

否
定

だ

け
で

は
な
く

、
国
家

権
力

へ
の
抵

抗
も

作

品

の
基
底

に
あ

る

が
、
そ

れ
ら

が
庶
民

の
日
常

と
そ

の

怒

り
や

悲

し
み
を

通
し

て
表

現
さ

れ

て

い
る

こ
と

が
、
読

者
層

を

幅
広

い
も

の
に
し

て

い
る
と

い
え
よ
う

。

[二
十

四

の
瞳
]
麗

鍔

し
　

長
編

小
説
。

雑
誌

「
ニ

ュ
i

.
エ
イ

ジ
」

一
九

五

二
年

二
～

一
一
月

号
連
載

。
五

二
年

一
二
月
、

光

文
社

か
ら

刊
行

。
昭

和
三

年
春

、
岬

の
分
教

場

に
赴
任

し

た
新

卒

の
大
石

久

子
と
、
最
初

の
生

徒

で
あ

る

一
二
人

の

一
年
生

は
、

久

子

の
け

が
が
も

と

で
し

っ
か
り
結

ば
れ

た
。

戦
争

は

一
二
人

に
も
襲

い
か
か
り

、
三

名

の
戦
死

者
な

ど

の
犠

牲
者

が
出

る

と

と
も

に
、
久

子
も
夫

を
失

っ
た
。

戦
後
再

び

岬

の
分
教
場

で
教

え
る

こ
と

に
な

っ
た
久

子

に
、
残

っ
た

七
名

が
歓
迎

会
を

開
く

。

教
師

と

教

え

子

の
二

〇
年

に
わ

た

る
心

の
触

れ
合

い
を

通

じ

て
、

戦
争

を
告

発
し

た
感
動

的

な
物

語

で
あ

る
。

【参
考
文
献
】
瀬
沼
茂
樹

「作
家
と
作
品
」
(
一
九
七
三
　

『日
本
文
学
全
集

76
』
集
英
社
)、
小
田
切
進

「壼
井
栄
解
説
」
二

九
七
八
　
『
日
本
児
童
文
学

大
系
22
』
ほ
る
ぷ
出
版
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(長
谷
川

潮
)

　

坪
内

逍

遙

の
螺
罵

う
　

一
八

五

九
～

一
九

三

五
(安

政

6
～
昭

10
)　

小
説
家

、
劇
作

家

、
評

論
家

、
翻
訳
家

、
教
育
家

。
本
名

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

お
ぼ
ろ

勇

蔵
、

の
ち
雄

蔵
。
春

の
屋

朧
な

ど

の
別
号
も

あ

る
。
美

濃

国

(現
在
の
岐
阜
県
)
に
生

ま

れ
る
。

一
八
七
六
年

、
県

の
選

抜
学

生

と

し
て
上

京
、
開
成
学

校

(
の
ち
の
東
京
帝
国
大
学
)
を
卒

業

し
、

東
京

専
門
学

校

(現
早
稲
田
大
学
)
の
講
師

を
務

め

る
か

た
わ

ら
、

八
五

年

に
小
説

『
当

世
書
生

気
質

』
と

論
文

『
小
説
神

髄
』

を

発
表

し

て
、
我

が
国

に
お

け
る

近
代
文

学

の
成

立

に
先
駆
的

役

割
を

果

た
し

た
。
そ

の
後

、
『桐

一
葉

』
(
一
八
九
四
)
、
『
牧

の
方
』

(九
六
)
な

ど

の
新
史
劇

を
書

い
て
歌
舞

伎

劇

の
改

良

に
努

め
、

一
九

〇
六
年

(明
治
39
)
に
は
島

村
抱

月

を

支
援

し

て
文

芸
協

会

を

起

こ
し
、

シ

ェ
ー
ク

ス
ピ

ア
や
イ

プ

セ

ン
を

紹
介

し

て
新
劇

運
動

の
基
礎

を
築

い
た
。

ま

た
、
逍

遙

は
教
育

の
改
革

に
も
熱

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

意

を

も
ち

、
早
稲

田
中

学

の
教
頭

・
校

長
を

歴
任

し
、

冨
山
房

の
委

嘱

に
よ

る
小
学
校

国
語

教
科

書

の
編
集

を

し
て

い
る
。
晩

　
　
　

　
　

　

ホ

年

は
野
外

劇

や
児
童

劇

の
運
動

に
熱

心

に
取

り

組
み

、
帝
劇

技

芸
学

校

生
徒

に
よ

る
児
童
劇

を

指
導
、
上
演

。
『
児
童

教
育

と
演

劇

』

(
一
九
二
三
)
と

い
う
演

劇

教
育

の
理
論

書

を

出
す

と

と
も

に
児
童

劇
脚

本
集

『
家
庭

用
児
童

劇

』
三
巻

(二
二
～
二
四
)
、

『学

校

用

小
脚
本

』
(
二
三
)
を
刊

行
、
そ

の
後

の
児
童

劇

運
動

に
大
き

な
影
響

を
与

え

た
。

【参
考
文
献
】
河
竹
登
志
夫
『児
童
劇
に
お
け
る
坪
内
逍
遙
』
(
一
九
五
九
)、

冨
田
博
之

『坪
内
逍
遙
の
児
童
劇
運
動
』
(
一
九
七
六

『日
本
児
童
演
劇
史
』

東
京
書
籍
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(冨
田
博
之
)

　

坪

田

譲

治

ω
提

じ
　

一
八
九
〇
～

一
九
八
二

(明
23
～
昭
57
)

小

説
家

、
児
童

文
学
作

家
。
岡

山
県

御
野

郡
石

井
村

島

田

(現
岡

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

こ
う

山
市
島
田
本
町
)
生

ま
れ
。
父
平

太
郎

、
母
幸

の
次
男

。
兄

、
姉
、

弟

二
人
。
父

は

ラ

ン
プ

の
芯
を

製
作

す

る
島

田
製
織

所
を

創
設

し
た

が
、
譲

治

八
歳

の
時
死

去
。
慶

応
義

塾

の
学

生
だ

っ
た

兄
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が
家
業

を
継

ぐ
。

一
九

〇

七
年
金

川
中

学
校
を

卒
業
。

〇

八
年

早
稲

田
大
学

文
科

予
科

に
入
学

、
鶴
巻

町

の
キ
リ

ス
ト
教
青

年

会

早
稲

田
支

部
寄

宿
舎

に
入
る

。

一
時

兄

の
経
営
す

る
北
海

道

旭

川

の
牧

場
を

手
伝

っ
た

が
、

八
月

復
学
。

同
級
生

に
谷

川
精

二
や

広
津

和
郎

が

い
た
。
一
〇
年

早
稲

田
大
学

英
文

科

に
進

学
。

し

か
し
、

徴
兵
検

査

延
期

の
手

続
き

を
し

て

い
な

か

っ
た

た
め

一
年

志
願

兵

と
し

て
入
隊

。

一
二
年

再

入
学

、
三

田
四
国

町

の

統

一
教
会

で
洗

礼
を

受

け
る
。

九

月
肺
尖

カ
タ

ル
で
茅

ヶ
崎

の

南

湖
院

に
入
院

。

=

二
年

八

月
退
院

し
復

学
。
同

級
生

に
青

野

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

季

吉
、

細
田

源
吉

、
細

田
民
樹

、
直

木

三
十
五
、

西
条

八
十
な

ど

が

い
た
。
大

学
時

代

の
彼

は
中

退
復
学

の
繰

り
返
し

で
あ

っ

た

が
、

多
く

の
文
学

の
友

と

め
ぐ

り
会
う

こ
と

が
で
き

た
。

一

五

年
早

稲

田
大
学

卒
業
。

一
六
年

二
月
前

田
浪

子
と
結

婚
。

同

　

　

月

ト

ル

ス
ト

イ

の
短
編

『
コ
ル
ネ

イ
ヴ

シ
リ

エ
フ

外

一
編

』

を

洛

陽
堂

か
ら
処

女
出

版
。

一
二
月
長

男
正
男

誕
生
。

府
下

北

豊

島

郡
高

田
町

(
現
豊
島
区
西
池
袋
二
i
三

二
ー

二
〇
)
に
移
転

、

定

住
す

る
。

雑
誌

「
黒
煙
」

を
創

刊

し
て
創
作

活
動
を

行

っ
て

い
た

が
母

や
兄

の
希
望

で
家

業

の
島

田
製
織
所

の
仕
事

を
手

伝

う

こ
と

に
な
り

、
岡

山

に
帰

る
。

二
〇
年
同

人
誌

「地

上

の
子
」

に

『
正
太

の
馬

』
を

発
表
。

次

男
善

男
誕

生
。

二
三

年
東
京

へ

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

戻

り

文
学

に
専
念

す

る
。

三
男

理
基

男
誕

生
。

二
六

年

か
ら
童

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

話
を

書
き

は
じ

め
、
『
正
太

の
汽

車

』
(「
子
供
之
友
」)
、
『蛙

』
(「
婦

人
の
友
」
)
な

ど
を

発
表
。
そ

の
年

「新

小
説

」
に
転
載

さ
れ

た

『正

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

太

の
馬
』

が
認
め
ら

れ
、

最
初

の
短

編
集

『
正
太

の
馬
』

が
春

陽
堂
か
ら
文
壇
新
人
叢
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
二
七
年
六
月

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

鈴

木
三

重
吉

主
宰

の

「赤

い
鳥

」

に
童

話

『河

童

の
話
』

を
発

表

。
続

け

て

『善

太
と
汽

車
』

『
正

太
と

蜂
』

『
樹

の
下

の
宝
』

な

ど
を

発
表

、

「赤

い
鳥

」
の
常
連
寄

稿
家

と

な

る
。

他
方

「
山

陽

新
聞

」

「
東
京
新

聞
」

「
都
新

聞

」

に
小
説

を
連
載

し

た
が
、

社

会

不
況

の
た
め

家
計

は
苦

し
く

、
再

び
島

田
製

織
所

に
勤
務

す

る

こ
と

に
な

り
、
妻

子
を
東

京

に
残

し
て
単

身
岡

山

に
赴
任

。

仕

事

の
か

た
わ
ら

文
筆

活
動

を
続

け

る
。

三
〇
年

、
兄

の
自

殺

と
母

の
死

に
遭

い
衝
撃

を
受

け

る
。

兄

の
後

を
継

い
で
専
務

取

締

役

に
就

任
し

た
が
、

三

三
年
株

主

総
会

で
兄

の
子

ど
も

に
株

を
買

い
占

め
ら

れ
取
締

役
を

下

ろ
さ

れ
た

た
め

、
即

日
上
京

。

　

背

水

の
陣

の
心
境

で
小

説
と
童

話

の
執
筆

に
当

た

る
。
「赤

い

鳥
」

に

ほ
と

ん
ど
毎

号
童

話
を

発
表

。
島

田
製

織
所

を
め
ぐ

る

骨
肉

の
争

い
は
、

そ

の
後

の
坪

田
文

学

の
主
要

な
題

材
と

な

っ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

た
。

三

五
年
突

然
彼

に
幸

運

が
訪
れ

た
。

三
月

山
本

有
三

の
紹

介

で

「
改
造
」

に
発

表

し
た

『
お
化

け

の
世
界

』

が
大
き

な
反

響
を

呼

ん

で
、
た
ち

ま
ち

彼

は
時
代

の
寵

児

と
な

り
、

四
月

に

短

編
集

『
お
化
け

の
世
界

』
、

七
月

に
処

女
童

話
集

『
魔

法
』
、

一
〇
月

に
短

編
集

『晩

春
懐

郷

』
、

=

月

に

『
狐
狩

り
』
を
出

版

。
彼

は
後

年
当
時

を

振
り

返

っ
て

「
暗

い
空
模
様

が
次

第

に

晴

れ

て
行
く

よ
う

に
お

も
わ

れ
た

」
と
書

い
て

い
る
。

『
お
化

け

の
世
界

』
は
そ

の
後

劇
化

さ

れ
、

「
東
京

朝

日
新
聞

」
夕

刊

に
連

載

し

た

『
風

の
中

の
子

供
』

は
大

人
も

子

ど
も
も

愛
読

す

る
新

し

い
家

庭
文

学

と
し

て
好
評

を
博

し
、

映
画

化

さ
れ
た

。
続

い

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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て
三

八
年

「
都
新
聞

」

に
連
載

し

た

『
子
供

の
四
季

』

は
北
村

透
谷
賞

、
新

潮
社
文

芸
賞

を
受

賞

、
明
治

座

で
上
演

。
彼

の
童

話

の
主

な
発

表
雑

誌
だ

っ
た

「
赤

い
鳥
」

は

三
重
吉

の
死

に
よ

り
三

六
年

一
〇
月

で
廃
刊

に
な

っ
た
が
、

彼

の
童

話
執
筆

は

小

説
と
並

行
し

て
盛

ん

に
行

わ

れ
、

三
入
年

に

は
最
初

の
評

論
集

『
児
童

文
学

論
』
を

刊
行
。

「
児
童
文

学
と

て
も

、
成

人

の
文
学

同
様
、

『
如
何

に
生
く

べ
き
か

』
を
探

究
す

る
も

の
」
で
な

け
れ

ば
な
ら

な

い
、
「
子
供

に

は
現
実

を
教

え

た

い
。
現
実

の
中

に
夢

を

見

せ
た

い
」

と
提

唱
し

て
、

新

し

い
リ

ア
リ

ズ

ム
児
童

文
学

誕
生

の
機
運
を

つ
く

っ
た

。

四
三
年
h

最

初

の
昔
話
集

『
鶴

の

恩
が
え

し
』
を

刊
行

し
た

あ
と

、
海

軍
報

道
班
員

と

し

て
南
方

へ
派
遣

さ
れ
、

翌
四

四
年

帰
国

。
四

五
年

四
月

か
ら

野
尻

湖
畔

に
疎
開

、
終
戦

を
迎

え
た

。
戦
後

最

初

の
童

話
集

は

一
二
月

に

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

出

し
た

『
谷
間

の
池

』
。

四
七
年

一
月

児
童
雑

誌

「
童

話
教

室
」

を

主
宰
。

五

〇
年
還
暦

を

記
念

し

て

『
坪

田
譲
治

童

話
集
』

を

刊

行
。

『
坪

田
譲

治
全
集

』
全
八
巻

に
よ

っ
て
五

五
年

三
月

日
本

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

芸
術

院
賞

を
受

け
る
。

五

六
年

日
本
児

童
文
学

者

協
会

会
長

就

任
。

こ
の
年

か
ら
書
斎

を

北
多
摩

郡
久

留
米

町

(
現
久
留
米
市
学

園
町
)
に
移
す

。
六

一
年

雑

司

ヶ
谷

の
自

宅

に
「
び

わ

の
実
文
庫

」

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

を

開
設
。

六
三
年

童

話
雑

誌

「
び
わ

の
実
学
校

」

を
創

刊
、

・王

宰

し
た
。

六
八
年

『坪

田
譲

治
童

話
全
集

』

全

一
〇
巻

、
六

八

年
童

話
集

『か

っ
ぱ
と

ド

ン
コ

ツ
』
出

版
、

サ

ン
ケ
イ

児
童

出

版
文

化
賞
を

受
賞

。

七
三
年

童
話

集

『
ね
ず

み

の

い
び
き
』

刊

行
、

翌
年

野
間
児

童
文

芸
賞

受
賞

。
七

四
年

一
月

に
は

長
年

の

業
績

と

「
び
わ

の
実

学
校

」

一
〇

年

の
実
績

に
よ

り
朝

日
賞

(文

化
賞
)
受
賞
。
七
七
年

六

月
米

寿

の
祝

い
を
椿

山
荘

で
行
う

。
こ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
ホ

の
月

か
ら

『坪

田
譲
治

全
集

』
全

一
二
巻

が
新

潮
社

か
ら
出

版
。

八

〇
年

六
月
卒
寿

の
祝

い
が
再

び
椿

山
荘

で
行

わ
れ

た
。

八
二

年

七
月

七
日
死

去
。

子
ど
も

の
生
活

や
心

理
を

リ

ア

ル
に
描

い

て
、

い
き

い
き

し
た
典

型
的

な

児
童
像

を

つ
く

り
あ

げ
、
ま

た

小
説

と
同

様
、
童

話

に
も
人

生
を

描

い
て
、

子

ど
も

の
文
学

を

大
人

の
文
学

と

同
じ

レ

ベ
ル
ま

で
高

め

た

こ
と

や
、

「
童

話
教

室

」

「
び
わ

の
実
学

校
」
の
主

宰
者

と

し

て
、

ま

た
児
童

文
学
者

協

会

会
長

と
し

て
常

に
後
進

を
導

き
、

多
く

の
優

れ
た

児
童
文

学

者

を
育

て
あ
げ

た
功

績

は
高
く

評
価

す

べ
き

で
あ

る
。

[魔

法
]
ま
ほ
う
　
童

話
集

。　
一
九

三
五
年

、

健
文
社

刊
。

「
赤

い

鳥

」

に
発
表

し
た

童
話

の
中

か
ら

、

い
わ

ゆ
る

〈善

太

・
三
平

も

の
〉
と
呼

ば
れ

る
作

品
を
中

心

に

一
七
編

を
収

録
。
標

題

の

作

品

『
魔
法

』
は

、
同
年

一
月
号

に
掲
載

さ

れ
た
作

品
。
魔

法

を

か

け
る
と

い
う

兄
と
、

そ

の

こ
と
ば
を

半
信

半
疑

で
聞

く
幼

い
弟

の
様
子

が
、

ほ
ほ
え

ま

し

い
会

話

と
写
実

的
な

情
景

描
写

で
、
生

き
生

き
と
描

き
出

さ
れ

て

い
る
。

同
年

四

月
出
版

し
た

短

編
集

『
お
化

け

の
世
界

』
の
中

の

『
け

し

の
花

』
は
、

『魔

法
』

の
結
末

部
を

小
説
的

に
書

き
換

え

た
も

の
で
あ

る
。

[
ね
ず

み

の

い
び
き

]　

童

話
集

。

一
九

七
三
年

。
晩

年

の
譲

治

は

、
幼
年

時
代

の
思

い
出
を

し

き
り

に
描

い
た

。
標

題

の

『
ね

ず

み

の

い
び
き

』
も

子
ど
も

の
こ

ろ

の
思

い
出

話

で
、
泥
棒

に

な

っ
て
村

に
こ

っ
そ

り
戻

っ
て
き
た

若
者

が
、
あ

る

屋
敷

の
天
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井

に
隠

れ
住

ん

で

い
た
が
、

い
び
き

が
原

因

で
み

つ
か
り

、
村

人

の
見

て

い
る
前

で
父

親

に
縄

を

か
け

ら
れ

る
。

ほ
か

に
も
人

生

の

ユ
ー

モ

ア
と

ペ
ー

ソ
ス
を
感

じ

る
話

が
、

い
ろ

い
ろ
と
思

い
出

話
風

に
書

か
れ

て

い
る
。

【参
考
文
献
】
関
英
雄
・水
藤
春
夫
編

『坪
田
譲
治
童
話
研
究
』
(
一
九
七

一

『坪
田
譲
治
童
話
全
集
　
別
巻
』
所
収
　
岩
崎
書
店
)
、
西
田
良
子
「坪
田
譲

治
ー
坪
田
文
学
に
お
け
る

『小
説
』
か
ら

『童
話
』」
(
一
九
七
三

『講
座
日

本
児
童
文
学
6
』
明
治
書
院
)、
坪
田
理
基
男
『坪
田
譲
治
作
品
の
背
景
ー
ラ

ン
プ
芯
会
社
に
ま
つ
わ
る
話
』
(
一
九
八
四
　
理
論
社
)　

(西
田
良
子
)

　

坪

田

理

基

男

りっ
擬

　

一
九

二
一二
～
　
(大

12
～

)

児

童

文

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

ネ

学

作
家

。
東

京

に
生
ま

れ

る
。
父

は
作
家

の
坪

田
譲

治
。

明
治

大

学
在

学
中

に
学

徒

兵
と

し
て
海

軍

に
入

る
。

戦
後

両
親

の
疎

開

先

長
野

の
野

尻
湖
畔

に
復

員
。
復

学

し
て
卒
業

後

は
出

版
社
、

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

雑

誌

社

で
編
集

に
携
わ

る
。

壺
井

栄

の

『
二
十

四

の
瞳
』

の
連

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ホ

載

を

得
た

の
も

そ

の
間

の
功

績
、

の
ち

「
び
わ

の
実
学

校

」
同

人

と

し

て
創
作

活
動

に
入

る
。

『絵

を

か
く

は
と
』

『
に

せ
ア

カ

シ
ア

の
花

』

(
一
九
七
二
)
な

ど
地

味

な
作

風

な

が
ら
心

に

し

み

る
佳

編
を

出
す
。

『坪

田
譲

治
作

品

の
背
景

』
(八
四
)
は
父

の
苦

闘

の
跡
を

た
ど

る
貴
重

な
資

料

で
あ

る
。　

　
　

(西
沢
正
太
郎
)

　

坪

谷
善

四
郎

也
侭

ろ
う
　

一
八
六
二
～

一
九
四
九
(文
久

2
～
昭

24
)　

編
集

者
。
号
水
哉

。
新

潟

県
加
茂

町

に
生
ま
れ

る
。
東
京

専

門
学

校

(現
早
稲
田
大
学
)
の
政

治
科

お
よ

び
行
政
科

卒
。
大
橋

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

佐

平

に
知

ら

れ
在
学

中

よ

り
博

文

館

に
入

社

(
一
八
八
八
)
し
、

博

文

館
初

期

の
編
集
・王
幹

・
編
集

局
長

と
し

て
活

躍
。
児

童
出

　

　
　
　
　

　
　

　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　

版

に
お

い
て
は

「
幼
年

雑
誌

」

「相
鑿

鰌
筆

戦
場

」

(九

一
)
、

「
少

年

世
界

」

(
九
五
)
、

「
少
年

文
集

」

(九
五
)
、

「
中
学

世
界

」

(
一

九
〇
〇
)
な

ど
を
、
従
前

の
諸

誌
を

改
廃

し

て
創
刊

し
た

。
ま

た

図
書

館
設

置
運
動

を
続

け
、

こ

の
方

面

の
功
労

者

で
あ

る
。

自

ら
も
大

橋

図
書
館

館
長

に
就

任

(
一
七
)
し

た
。
著
書

に
『
博
文

館

五
十
年

史

』

(二
三
)
ほ

か
多

数

。　
　

　

　

　
　

　

(滑
川
道
夫
)

　

鶴

見

正
夫

醜

筋
　

一
九
二
六
～
　

(大
15
～
　
)

童

謡
詩
人

、

児
童
文

学
作

家
。

新
潟

県
村

上
市

に
生

ま
れ

る
。

一
歳

半

で
父

と
死

別
。

中
学
時
代

か
ら
詩

を
習
作

。

早
稲

田
大
学

に
入

っ
て

童

謡
を

書

き
は

じ
め
、

政
治

経
済
学

部
卒

業

と
同

時

に
童
謡
集

『
一
本

の
杖
』
(私
家
版
)
を
出

す
。

一
九

五

一
年
毎

日
新

聞
社

の

童

謡

コ
ン
ク
ー

ル
で

一
位
入

選
、

同
年

童
謡

『
ち

ゃ

っ
ぷ
り

こ
』

で
文

部
大

臣
奨
励

賞
受
賞

。

出
版

社
、

国
会

図
書

館
な

ど

の
勤

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

務

を

経

て
六
〇
年

文
筆

一
本

の
生

活

に
入

る
。
童

謡

で
は
、

童

心
・王
義

に
た
よ

ら
な

い
で
直

接
詩

を
作

る

こ
と
、

歌
わ

れ

る

こ

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

ホ　　　
　　　　
　　　　
　　

と
な

ど
を

モ

ッ
ト
ー
と

し

て
、
六

三
年

、
阪

田
寛
夫

、

関
根

栄

一
ら

と

「
6

の
会

」
を

結
成

、

=

年

間
意

欲
的

な
創

作
活

動

を

行

っ
た

。
詩
集

に
名
作

『
あ

め
ふ

り
く

ま

の
こ
』
(
一
九
六
二
、

N
H
K
テ
レ
ビ
放
映
)
な

ど

の
童

謡
も

収

録

し
た

少
年

詩

集

『
日

　

　
　

う
た

本

海

の
詩

』
(
七
四
)
が
あ

る
。

少
年

小

説
や
伝

記

な
ど

も
あ

り
、

郷

里

へ
の
愛
着

は
強
く

、
郷

里
を

題
材

と

し
た
作

品

が
際

立

っ

て
多

く
、

『
最
後

の
サ

ム

ラ
イ

』

(七

一
)
、

『鮭

の
く

る

川
』

(七

四
)
、

『
八
月

の
サ

ン
タ

ク

ロ
ー

ス
』

(八
二
)
な

ど

が
数

え
ら

れ

る
。

な
お

、

日
本

童
謡

史
上

の
有

名
作

の
背

景
を

論

じ
た

『
童

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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謡

の
あ

る

風
景
』
(八
四
)
と

い
う

エ
ッ
セ
イ

集
、
夭
折

し

た
詩

人

矢
沢
宰

の
生

涯
を

描

い
た

『若

い

い
の
ち

の
旅
』
(
八
六
)
と

い
う

伝
記

も
著

し
て

い
る
。

「
あ

め
ふ

り
く
ま

の
こ
」
で
第

六

回

日
本

童
謡
賞

、
赤

い
鳥

文
学

賞
特

別
賞

受
賞
。　

　

　

　

(西
條
和
子
)

テ

　

デ

・
ア
ミ

ー
チ

ス
　

エ
ド

モ

ン
ド

国
ユ
ヨ
o
巳

o
U
Φ
〉
ヨ
三

ω

一
八
四
六
～

一
九
〇
八
　

イ

タ

リ
ア

の
作

家
、
児
童

文
学

作
家

。

ピ

エ
モ

ン
テ
地

方

の
オ
ネ

ー

リ
ア

に
生
ま

れ
た
。

幼

い
こ
ろ
か

ら

父

に
愛

国

心
や
、

貧

し

い
者

・
弱

い
者

へ
の
愛

に

つ
い
て
教

え

ら
れ

る
。

一
四
歳

の
時

、
愛

国
詩

人

ジ

ュ
ゼ

ッ
ペ

・
ジ

ュ
ス

テ

ィ
の
詩

に
感

動

し
て
、

イ

タ
リ

ア
独
立

運
動

に
加

わ
ろ
う

と

し

て
果

た
せ
ず

、

そ

の
後

モ
デ
ー
ナ

の
陸

軍
士
官

学
校

に
入
学

し

た
。

一
八

六
五
年

に
歩

兵
少

尉

に
任
官

し
、
第

三

独
立

戦
争

に
小
隊

長
と

し

て
各

地
を

転
戦

し

た
後
、

シ
チ

リ

ア
で

コ
レ
ラ

に
か

か

っ
て

フ
ィ

レ
ン

ツ

ェ
に
戻

っ
て
か

ら
は

、
雑

誌

「
イ
タ

リ
ア
陸

軍
」

の
編
集

に
当

た

っ
た
。

そ
し

て
そ

の
誌

上

に
連

載

し

た

『
穿

N
怨
ミ

ミ

ミ
ミ

ミ
ミ
ミ
ミ

軍
隊
物

語
』
を

も

っ
て
作

家

生
活

に

入

っ
た
。

そ

の
後

の
彼

の
作

家

生
活

は
、

お

よ
そ
次

の
三

つ
の
時

期

に
分
け
ら

れ

る
。

第

一
期

は

七
二
年

か

ら
七
九

年

に
至

る
時

期

で
あ

る
。

こ
の
時
期

に
、

彼

は
イ

タ
リ

ア

の
各

地

を

は
じ

め
、
地
中

海
沿

岸

の
各
国

や
、

オ

ラ

ン
ダ

、
イ

ギ

リ

ス
な

ど
を
精

力
的

に
歩
き

ま
わ

0
.
、
『憩

鼕

匙

ス
ペ
イ

ン
』
(
一

八
七
二
)
、
『
O
ミ
§
§

オ

ラ

ン
ダ
』
(七
四
)
、
『
G
o
蕊
ミ
ミ
き
魯
o
勘

コ
ン
ス
タ

ン
チ

ノ
ー
プ

ル
』

(
七
九
)
な

ど

の
旅

行

記
を

出

版

し

た
。
第

二

期
は
七

九
年

か
ら

入
九
年

に
至

る

ほ
ぼ

一
〇
年

で
、

代

表
作

『
ク

オ
ー

レ
』
(八
六
)
は

こ

の
時

期

に
書

か
れ
た
。

『
ク

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

オ
ー

レ
』
は
、

我

が
国

で

は
、
杉

谷
代

水

儼
謂
学

童

日
誌
』
(
一

九
〇
二
)
な

ど
、
明
治
期

か
ら

翻
訳
、
再

話

が
あ

り
、
そ

の
後

『愛

の
学
校

』

と

い
う

名

で
親

し
ま

れ

た
時
期

も
長

か

っ
た
。

こ

の

時

期

に
は

も
う

一
つ
の
重

要
な

作

品

『⑦
ミ
ミ

O
ミ
§

o

海

上

に

て
』
(
一
八
八
九
)
も
あ

る
。
こ

の
作

品
は
貧

し

い
イ

タ
リ

ア
移

民

に
取
材

し

た
も

の
で
あ

る
。

九
〇
年

に

は
じ
ま

る
第

三

期
は
、

社
会

主
義

へ
の
鋭

い
傾

き
と
、

数
多

い
教

育
的

な
著

作

に
よ

っ

て
代

表
さ

れ
る
。

九

一
年

の
社
会
党

入
党

、

そ

の
後

に
続

く

母

の
死

と
、
息

子

フ
ー
リ

オ

の
不
慮

の
死

な
ど
、

波

乱

の
多

い
晩

年

で
も
あ

っ
た
。
こ
の
時

期

の
著
作

に
は

『自

遷
§
&
§

o
ミ

§

}§

鳴
無
こ

あ

る
先
生

の
物

語
』
(九
〇
)
、

『
ぎ

§
器

Q
鶏
§

ミ

家

庭

と
学

校

の
間

』

(九
二
)
、

『
肉
勘
o
ミ

帖

職
、凡ミ
費
§

蝕

鳴

ミ

象
ミ
o
ミ

少
年
時

代
と
学

校

の
思

い
で

』

(
一
九
〇

一
)
な
ど

が
あ

る
。

歿
し

た

の
は
ボ

ル
デ

ィ
ゲ
ー

ラ

で
あ

っ
た
。

[
ク
オ
ー

レ
]

G
§

ミ
　

長
編

童
話

。
一
八

八
六
年
。
デ

・ア

ミ
ー

Ⓒ1988　日本児童文学学会




